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将棋 はとに かく 愉快で ある。 盤面の 上で、 この 人生 

と は 違った 別な 生活と 事業が やれる からで ある。 一 手 

一 手が 新しい 創造で ある。 冒険 を やって 見よう か、 堅 

実に やって 見ようかと、 いろ/ \ 自分の 思 ひ 通り やつ 

て 見られる。 而も、 その 結果が 直ちに 盤面に 現 はれる。 

その上、 遊戯と は 思 はれぬ 位、 ムキ になれ る。 昔、 ィ 

ンドに 好戦の 国が あって、 戦争ば かりした がるので、 

侍臣が 困って、 王の 気持 を 転換させる ために 発明した 

のが、 将棋 だと 云 ふが、 そんな ゥソの 話が 起る 位、 将 

棋は 面白い。 金の 無い 人が、 その 余生の 道楽と して、 

充分 楽しめる ほど 面白い もの だと 思 ふ。 



心する ので ある。 語を換 へて 云へば、 六 五 歩と 角 道 を 

通す 手 を 知らないで 上手と 二 枚 落 を 指す こと は、 槍の 

鞘 を 払 はな い で 突き 合 つて ゐる やうな ものである。 

飛 香 落に も、 角 落に も、 飛 落に も、 ゼヒ とも 指さな 

ければ ならない 手が あるので ある。 だから、 かう 云 ふ 

手 を 知らないで、 戦った ので は 勝てる わけはな いので 

ある。 しかし、 もし 六 五 歩と 云った やうな 二 枚 落の 定 

跡の ABC を 知らずに、 上手と 指して 勝てる 場合が あ 

つたら、 それ は 上手が それだけの 力がない ので、 所謂 

手 合 違 ひの 将棋で ある。 そんな 場合 は 角 落の 違 位し か 

ない ので ある。 語を換 へて 云へば、 定跡 を 知らな かつ 



たら、 上手に 向って 角 一枚 位 は 損で ある。 定跡 を 知れ 

ば、 飛 角で も 勝てる のが、 定跡 を 知らなければ 二 枚で 

も 勝てない ので ある。 

くろ 1 つと 

玄人と 指した 場合、 玄人が 本当に 勝負 をして ゐ るの 

か、 お世辞に 負けたり して ゐ るので はない かと 云 ふこ 

と は、 頭の いい 人なら、 誰に でも 気になる だら う。 「若 

殿の 将棋 桂馬の 先が 利き」 とい ふ 川柳が あるが、 それ 

と 同じ やうに 玄人 相手のと き は、 勝敗と も 本当で ない 

やうに 考 へられる。 

しかし、 現今の 棋士 は、 相当の 人格 を備 へて ゐ るか 

っゐ しょうまけ 

ら、 追 K 負な ど はしない と 信じて い、 と 思 ふ。 たゾ、 



玄人と 指す 場合、 最初の 一 回 は、 玄人 は 自然に 指して 

ゐ るので ある。 だから、 最初の 一 回 は 勝ち 易い。 しか 

し、 一度 負ける と 玄人 は、 今度 は 負けまい と 指す であ 

らう。 だから、 玄人に 二度 続けて 勝った 場合 は、 たし 

かに 勝った と 信じて い、 ので あらう。 二度つ > けて 負 

ける と、 三度 目に は、 玄人 はきつ と 定跡 を 避けて カ将 

棋を 挑んで 来る が、 この 三度 目 を 負す と 圧倒的に 勝つ 

たと 云って よいだら う。 

初段に 二 枚 以上の 連中の 人達で は、 一枚 位 違って ゐ 

て も、 平手で 相当 指せる ものである。 四 五番の 中で は、 

下手の 方が 一 二番 は 勝てる ものである。 だから、 一 枚 



位 違って ゐて も、 いつも 平手 を 指して ゐる 人が あるが、 

しかし それで は 上手の 方 はつ まらない と 思 ふ。 少しで 

も 力が 違って ゐる 場合 は、 ちゃんと 駒 を 引いて 指す ベ 

き だ。 でない と 上手の 方が つまらな いと 思 ふ。 

玄人と 素人との 棋カを 格段に 違って ゐる やうに 云 ふ 

人が ある。 素人の 初段 は、 玄人の 初段と は 二三 段 違 ふ 

と 云 ふので ある。 しかし、 自分 は 思 ふに 玄人と 素人と 

の 力の 違 ひ は、 た、 V 気持の 問題で、 一方 は 将棋が 生活 

のよ すがで あり、 その 勝敗が 生計に 関し、 立身に 関す 

ると 考 へる からだと 思 ふ。 素人 だって、 玄人 同然の 必 

死の 気持で 研究し 対局したならば、 さう 見劣りす る も 



ので はない と 思 ふ。 

将棋 を 指す とき は、 怒って はならない、 ひるんで は 

いけない、 あせって はいけ ない。 あんまり 勝たん とし 

てはいけ ない。 自分の 棋カ だけの もの は、 必ず 現す と 

云 ふ 覚悟で、 悠々 として 盤面に 向 ふべき である。 そし 

て、 たと ひ 悪手が あっても 狼狽して はいけ ない。 どん 

なに 悪くても なるべく、 敵に 手数 を かけさすべく 奮闘 

すべきで ある。 そのうちに は、 どんな 敗 局に も 勝 機が 

ま つ / \ 

勃々 と 動いて 来る ことがあ るので ある。 初心者の 中に 

は 飛車 を 取られる と、 「えつ やっちまへ！」 と 云って、 

角まで や つてし まふ やうな こと を 絶えず や つて ゐるゃ 



うな 人が ある。 

せん 

「将棋 は、 先 を 争 ふ ものである」 と 云 ふこと を 悟って 

じ やうず 

上手に なった 人が ゐ るが、 先手 先手と 指す こと は 常に 

大切な ことで ある。 それから、 お 手伝 ひ をし ない こと、 

例へば 敵が 歩 を 打って 来る と、 これ を 義理の やうに 払 

つて、 敵 銀 を 進ませて やる と 云 ふやうな こと を 初心の 

うち- 

中 は 絶えず やって ゐ るが、 このお 手伝 ひ を やらな くな 

れば、 将棋 は 可な リ 進歩して ゐ ると 云っても よいだら 

う。 
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